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概要 
意匠（インダストリアルデザイン）分野では、生成 AI が「デザイン創作」と「出願・審

査・調査」の両面で急速に浸透しつつある。2024〜2026 年の間に、USPTO が 80 以上のグ

ローバル意匠登録簿を横断検索できる AI 画像検索ツール「DesignVision」を稼働させ[1,2]、

EUIPO の DesignView は 76 の IP オフィスから 1 億 1,100 万件以上の画像を検索可能な世

界最大の意匠画像検索エンジンへと進化した[3]。法制面では、日本・米国・EU・中国のいず

れも AI 単独での創作者性を否定しつつ、AI 支援デザインの保護枠組みの整備を急いでい

る。日本の JPO は 2026 年の意匠法改正に向けた検討を本格化させており[4,5]、生成 AI によ

る大量デザイン公開が正当な意匠権取得を阻害する「先行意匠の洪水」問題への対応が喫緊

の課題となっている。 

1. デザイン創作における生成 AI 活用の現在地 

1-1. 主要 AI ツールと実務ワークフロー 
意匠デザインの創作支援に用いられる生成 AI ツールは、大きく「2D 画像生成」「3D モデ

ル生成」「エンジニアリング最適化」の 3 層に分類できる。 

2D 画像生成 AI は、コンセプト段階のアイデア出しやムードボード作成で最も広く活用され

ている[6]。Midjourney（月額 10〜60 ドル）はライティング・テクスチャの表現力に優れ、

プロダクトデザインのコンセプトアート生成で主流の地位を占める。Stable Diffusion はオ

ープンソースの柔軟性からブランド固有スタイルの制御に適しており、LoRA 等のカスタム

モデルにより企業独自のデザイン言語を学習させることが可能である。Adobe Firefly は、

Adobe Stock データで学習されているため商用利用時の著作権リスクが低いという独自の優

位性を持ち、Photoshop・Illustrator に統合された「生成塗りつぶし」「生成ベクター」機

能として実務に組み込まれている[7]。 

インダストリアルデザイン専用 AI として注目すべきは Vizcom.AI である[8,9]。元 Honda・

NVIDIA のインダストリアルデザイナーが創業した同社は、手描きスケッチからフォトリア

リスティックなレンダリングを数秒で生成し、マテリアル・ライティング制御、3D モデル

インポート、マスクによる部分編集、リアルタイムライブレンダーを提供する。MistyWest

社の事例では、LiDAR スキャニングデバイスのプロジェクトでスケッチからレンダリング

までの時間を 50%削減し、プロジェクト期間を 4 週間から 2 週間に短縮した[10]。 

3D モデル生成 AI の分野では、Meshy AI がユーザー数 500 万人超・生成モデル数 4,000 万

超で市場をリードしている[11]。テキストや画像から数秒〜数分で 3D モデルを生成し、PBR

テクスチャ付きで FBX・OBJ・GLB 形式に出力できる。2026 年 1 月の CES では、AI 生成

3D モデルからワンクリックで 3D プリント物理製品を製造する「AI Creative Lab」を発表

した[12]。NVIDIA の Edify 3D はテキスト・画像から 3D メッシュを生成する基盤モデルで、
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SIGGRAPH 2024 のライブデモで 3D 砂漠景観を数分で構築した[13,14]。 

エンジニアリング最適化では、Autodesk Fusion 360 の生成設計（Generative Design）が工

業用途のゴールドスタンダードである[15,16]。材料・製造法・荷重・コストの制約条件を入力

すると、AI が数百のバイオミミクリー的な最適化構造案を生成する。Airbus（45%軽量化さ

れたパーティション）、NASA の火星試料回収ミッション蓋設計等の実績がある。2025 年

の AU（Autodesk University）では「Autodesk Assistant」としてテキストから編集可能な

3D ジオメトリを生成する機能が予告された[17]。 

1-2. 業界別活用事例 
パッケージデザイン分野では日本企業の先進的な取組みが目立つ。伊藤園は 2023 年に業界

初となる画像生成 AI を活用した「お〜いお茶 カテキン緑茶」のパッケージデザインを実現

し、初期提案期間を 2〜3 週間から 1 週間に短縮した。マンダムは「冷肌ミスト」のデザイ

ン開発期間を約 3 ヶ月から 1.5 ヶ月に半減し、通常の倍の数のデザイン案を生成した。オタ

フクソースは「評価 AI」を用い、特徴認知度スコア 2.2 倍の改善を達成した[18,19]。 

プロダクトデザインでは、Kia Global Design が Autodesk と共同で AI ホイールコンセプト

生成ツールを開発した[20]。Neural Concept の AI 設計車両プロジェクトでは空力特性の最適

化を含むコンセプトカーの設計が行われている[21]。Czinger 21C ハイパーカーは生成設計と

アディティブマニュファクチャリングを全面採用し、1250HP・0-60mph 1.9 秒未満を実現

した。 

1-3. 実務上の課題と限界 
生成 AI のデザイン活用における最大の課題は「CAD レディでない出力」である。AI 生成画

像・3D モデルは製造に必要な工学的精度（公差、寸法、材料仕様）を欠いており、最終的

な設計データへの変換には依然として人間の CAD エンジニアが不可欠である。CHI'25 の研

究では、DALL·E は高度に具体的なデザイン要件への対応が困難であり、Stable Diffusion は

より細かい制御が可能だが学習コストが高いと報告されている[22]。ブランドの一貫性維持、

物理的に不可能な構造の生成（ハルシネーション）、および「前例の組み合わせを超える真

に新規なデザイン」の生成能力の限界も指摘されている[23]。AI 生成 3D アセット市場は

2024 年の 16.3 億ドルから 2032 年には 92.4 億ドルに成長すると予測されている[24]。 

2. AI 生成デザインの意匠権保護に関する各国の法的対応 

2-1. グローバルコンセンサスと基本原則 
2026 年 4 月現在、主要国・地域のいずれも、人間の実質的な創作的関与なしに AI が単独で

生成したデザインの意匠登録を認めていない。一方、AI をツールとして活用し、人間が意

味のある創作的選択を行った「AI 支援デザイン」は全ての法域で保護適格性を維持してい
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る。この「AI はツールである」という枠組みが現在の国際的な支配的見解であり、DABUS

事件を通じて各国で確認された[25,26]。 

2-2. 日本（JPO）の対応状況 
日本の意匠法は創作者を自然人に限定しており、DABUS 事件では東京地裁（2024 年 5 月

16 日）および知財高裁（2025 年 1 月 30 日）がいずれも AI の発明者性を否定した[27,28]。 

第 16 回意匠制度小委員会（2024 年 12 月 6 日）では、「生成 AI 技術の発達を踏まえた意

匠制度上の適切な対応」が主要議題となり、第三者が生成 AI を用いて大量のデザイン案を

公開することで正当な開発者の意匠権取得が阻害される「先行意匠の洪水」問題が特に重大

な懸念として提起された[29]。 

知的財産推進計画 2025（2025 年 6 月）では、意匠制度小委員会に対し、令和 6 年度調査研

究の成果に基づく AI 関連課題の検討が指示され、法改正を含めた必要な措置の検討が明記

された[4,5]。JPO は 2026 年の意匠法改正を視野に、AI 生成デザインの先行意匠洪水問題、メ

タバース・仮想空間デザインの保護、AI 支援デザインの創作者認定の 3 課題を検討してい

る。 

文化庁は 2024 年 3 月に「AI と著作権に関する考え方について」を公表し、単に AI にプロ

ンプトを与えるだけでは創作的関与として不十分であり、自然人による創作的意図と創作的

寄与が必要であるとの見解を示した[30]。2025 年 6 月 4 日には「人工知能関連技術の研究開

発及び活用の推進に関する法律」（AI 関連法）が成立し、同年 9 月 1 日に施行された[31]。 

2-3. 米国（USPTO）の対応状況 
USPTO は意匠特許（Design Patent）に関し、2024〜2025 年に重要なガイダンスの変遷を

経ている。2024 年 2 月 13 日の「AI 支援発明に関する発明者性ガイダンス」は、Pannu フ

ァクターに基づき人間が「重要な貢献（significant contribution）」を行ったかを判断する枠

組みを提示した[32]。しかし、2025 年 11 月 28 日の改訂ガイダンスでこれは撤回され、従来

の「着想（conception）」基準に回帰した[33,34]。 

改訂ガイダンスは AI を「実験器具、コンピュータソフトウェア、研究データベースと同様

の道具」と位置づけ、発明者は「完成した発明の確定的かつ恒久的な観念（definite and 

permanent idea）」を持つ必要があるとした。重要な点として、「意匠特許にも実用特許と

同一の発明者性基準を適用する」ことが明示された[34,35]。AI 生成デザインについては、出願

人が「発明者の着想（選択、構成、修正を含む）を文書化すること」が求められている[36]。 

連邦巡回控訴裁判所の Thaler v. Vidal 判決（2022 年）は、「議会は自然人のみが発明者た

りうると決定した」と判示し、AI の発明者性を否定した[37]。学術的には BitLaw が 2025 年

改訂ガイダンスについて「Pannu ファクターの枠組みを除去したことで、混合的な人間-AI

貢献のケースについてかえって不明確さが増した」と批判している[38]。 
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2-4. EU（EUIPO）の対応状況 
2024 年 11 月 18 日に公布された新 EU 意匠規則（EU 2024/2822）および指令（EU 

2024/2823）は、EU 共同体意匠を「欧州連合意匠（EUD）」に改称し、仮想財（バーチャ

ルグッズ）やデジタル・アニメーションデザインへの保護拡大を実現した（規則は 2025 年

5 月 1 日適用、指令の国内法化期限は 2027 年 12 月 9 日）[39,40]。しかし、AI 生成デザインに

ついては明示的な規定を置いていない[41]。EU 意匠法の「個別的特徴（individual 

character）」の評価は「デザイナーの自由度」を考慮するため、人間デザイナーの存在が

暗黙に前提とされているが、意匠権の成立に「著作者性」の厳密な証明は要求しないため、

著作権法より保護のハードルが低い可能性がある[42]。EUIPO は 2025 年 5 月に「生成 AI の

著作権の観点からの発展」に関する包括的研究を公表した[43]。 

2-5. 中国（CNIPA）の対応状況 
CNIPA は 2024 年 12 月 31 日に「AI 関連発明特許出願に関するガイドライン（試行）」を

公布し、AI 関連特許出願を 4 類型に分類した[44,45]。第 4 類型（AI 生成発明：人間の実質的貢

献なし）は自然人の実質的貢献がないため「登録適格性を欠くと推定される」とした。「発

明者は個人であるべきであり、組織・団体名や AI 名は含めてはならない」と明記されてい

る[46,47]。ただし、同ガイドラインは主に発明特許に焦点を当てており、外観設計専利（意匠

特許）に関する個別の AI ガイダンスは未発出である。 

2-6. その他の注目法域 
韓国ではソウル高等裁判所（2024 年 5 月 16 日）が AI の発明者性を否定した[48]。英国最高

裁（2023 年 12 月）も DABUS 出願を棄却したが、CDPA 1988 年第 9 条第 3 項の「コンピ

ュータ生成著作物」規定は独自の法的枠組みを提供する可能性がある[25,49]。UKIPO は 2025

年に UK 意匠法の近代化に関する大規模コンサルテーションを開始し、AI 生成デザインの保

護適格性を検討事項に含めている[50,51]。ドイツ連邦通常裁判所（BGH）は 2024 年に AI 生成

発明の特許適格性を認める判断を示し、他国より許容的な立場を取った[25]。 

3. 意匠審査・調査における AI ツール導入の各国比較 

3-1. 各国特許庁の AI ツール導入状況 
各国特許庁は意匠審査の効率化・品質向上のため、AI 画像検索ツールの開発・導入を加速

させている。以下に主要オフィスの現状を整理する。 

機関 ツール名 状況 主要機能 

EUIPO DesignView 画像

検索 
稼働中 世界最大の意匠画像検索エンジン。76 オフィ

ス、1 億 1,100 万画像。色・形状・テクスチャに

よる AI 分析 [3] 

USPTO DesignVision 稼働中 80 以上のグローバル意匠登録簿を横断する AI 画
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（2025 年 7
月） 

像検索。1 億 2,000 万以上の画像を検索可能 
[1][2] 

JPO GrIP 稼働中

（2015 年

〜） 

GUI・画面デザイン特化の画像マッチング。形状

＋色、形状のみ、色のみ等のモード [52] 

CNIPA AI 審査支援シス

テム 
稼働中 画像ベース検索、NLP、機械翻訳を統合。発明特

許の平均審査期間を 15.5 ヶ月に短縮 [53] 

WIPO Global Design 
Database 画像検

索 

開発中 アップロード画像による類似意匠検索を構築中。

Global Brand Database の商標画像検索技術を応

用予定 [54] 

 

3-2. USPTO の DesignVision が示す方向性 
2025 年 7 月 17 日に正式稼働した DesignVision は、意匠審査 AI 化の到達点を示す画期的な

ツールである[1,2]。Clarivate が開発を受託し、PE2E（Patents End-to-End）検索スイートに

統合された。最大 7 枚の画像をクエリとして入力でき、80 以上のグローバル IP 登録簿にフ

ェデレーテッド検索が可能である[55]。審査官が DesignVision を使用した場合、PE2E 検索履

歴に記録され、出願人も確認可能という透明性が確保されている[56]。 

USPTO は DesignVision に先立ち、「More Like This」（2021 年）、「Similarity Search」

（2022 年）を順次導入しており、130 万回以上の AI 駆動検索イベントを記録している[57]。

2025 年 10 月には自動 AI 事前審査検索のパイロット「ASAP!」も開始された[58]。 

3-3. JPO の AI アクションプランと意匠への展開 
JPO は「AI 技術を活用した特許庁業務の高度化に向けたアクション・プラン」を毎年改訂

しながら推進している[59]。令和 7 年度改訂版（2025 年 6 月 25 日）では 9 つの取組項目が設

定され、新項目として「生成 AI の特許審査への適用」が追加された。 

意匠分野では、INPIT が運用する GrIP（2015 年〜）が画像意匠の公開検索ツールとして機

能しているが、JPO の AI 意匠審査ツール開発は過去のアクションプランで費用対効果の観

点から優先度を下げた経緯がある。一方、商標分野では AI 画像検索ツールが 2023 年 4 月

から審査官に提供されており[60]、Nishika 主催「AI×商標：画像検索コンペティション」で

Yahoo Japan が優勝し、そのモデルが審査ツールに統合された[61]。AI 審査支援チームは約

10 名から約 40 名に拡大（2023 年 10 月）している[62]。 

4. 意匠出願・先行調査における民間 AI ツールの展開 

4-1. AI 画像検索による先行意匠調査ツール 
意匠調査の実務では、AI による画像類似性検索が「必須」の時代に突入している。 

Patentfield（パテントフィールド）は京都に本社を置く日本発の AI 知財プラットフォーム
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で、画像をアップロードすると日本・米国・欧州・台湾の特許・意匠公報図面から AI が類

似画像を検索する「類似画像検索」機能を提供する[63,64]。六面図の複数図面入力にも対応

し、言語非依存のため国際的な意匠調査に適している。 

PatSeer は AI 画像検索機能を明示的に持ち、113 以上のグローバルオフィスの意匠特許を

画像またはビジュアル特徴で検索できる[65]。Questel Orbit Intelligence は Sophia AI アシスタ

ントが自然言語クエリからブール検索式を自動生成する。Clarivate/Derwent は 2024 年 12

月に DWPI データで学習した言語トランスフォーマーモデルによる AI Search を開始した。 

4-2. 意匠出願図面の AI 生成 
意匠出願に必要な六面図（6-view drawings）の完全自動生成は、2026 年現在なお技術的に

未成熟である。意匠図面研究会（DPDI）の 2025 年 3 月の分析によれば、既存の 6 面図か

ら斜視図を生成することは、Meshy AI で 6 面画像をアップロード→3Dモデル化→視点調整

という手順で実現可能だが、2D 技術図面からの完全自動精密 3D モデル生成には手動の寸

法調整が依然必要である[66,67]。 

CAD ファイルから特許図面への変換では、Pinch Patent Drawings が.STEP/.STL/.IGES 等

から 10 分以内に 21 枚の白黒特許図面を生成する（50 ドル/セット）。renue × WOGO の

「3D・2D 図面 AI」は自然言語プロンプトから STEP ファイル対応の 3D/2D CAD モデルを

生成する日本発のサービスである。現状では、物理的な製品の写真やスケッチから意匠出願

用の完全な六面図セットを自動生成する汎用的な商用ツールは存在しない。 

5. 各国特許庁の公式見解・ガイドライン一覧 
各国の意匠制度における AI 関連の主要な公式文書・見解を時系列で整理する。 

USPTO 2024 年 2 月：AI 支援発明の発明者性ガイダンス（Pannu ファクター適用）[32]。 文
化庁 2024 年 3 月：「AI と著作権に関する考え方について」[30]。 JPO 第 16 回意匠制度小委

員会 2024 年 12 月 6 日：生成 AI 対応と仮想空間デザイン[29]。 CNIPA 2024 年 12 月 31 日：

AI 関連発明特許出願ガイドライン（試行）[44]。 EU 2024 年 11 月 18 日：新 EU 意匠規則・

指令公布（AI 未明示）[39]。 

知的財産推進計画 2025 2025 年 6 月：意匠法改正を含めた措置の検討指示[4]。 日本 AI 関連

法 2025 年 6 月成立、9 月施行[31]。 USPTO DesignVision 2025 年 7 月稼働開始[1]。 USPTO
改訂発明者性ガイダンス 2025 年 11 月 28 日：2024 年版撤回、意匠特許に明示適用[33]。 
EUIPO DesignView 2026 年 2 月：76 オフィス・1.11 億画像に拡大[3]。 

6. 今後の展望と実務への示唆 
意匠分野における生成 AI の活用は、「創作ツール」としての活用は急速に成熟しつつある

が、「権利取得・保護」の法的枠組みは各国とも過渡期にあるという構図が鮮明である。 
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第一に、法制面では日本の 2026 年意匠法改正が最も注目される。生成 AI による先行意匠

の洪水問題は、意匠法固有の深刻な脅威であり、JPO の対応が国際的な先例となる可能性

がある[4,5,29]。米国の USPTO は 2025 年 11 月の改訂ガイダンスで意匠特許への AI 発明者性

基準を明確化したが、着想概念の適用が混合的貢献のケースで十分機能するかは未検証であ

る[33,34]。EU の新意匠規則は AI を正面から扱っておらず、裁判所・EUIPO の解釈に委ねられ

た状態が続く[39,41]。 

第二に、審査技術面では EUIPO の DesignView（1.11 億画像）と USPTO の DesignVision

（1.2 億画像）の双璧が形成され、AI 画像検索は意匠審査の標準インフラとなった[1,3]。

WIPO の Global Design Database 画像検索の稼働開始が次の重要マイルストーンである[54]。 

第三に、実務者にとっての最も実践的な課題は、AI 支援デザインの創作過程における人間

の創作的関与の文書化である。USPTO の改訂ガイダンスが明示するとおり、「発明者の着

想（選択、構成、修正を含む）」を記録・文書化する実務慣行の確立が、今後の意匠出願戦

略において不可欠となる[34,36]。また、六面図自動生成ツールの未成熟さを踏まえ、3D CAD

モデルからのレンダリングワークフローを最適化しておくことが、出願実務の効率化に直結

する[66,67]。 

生成 AI は意匠デザインの「道具箱」における最も強力な新しいツールとなったが、それを

振るう人間の創作的判断こそが、法的保護の根幹であり続けている。 
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